
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全ての授業の土台となる学級経営の徹底 

〇学級に受容的な雰囲気や聴き合う風土が構築され、児童が安心して授業に臨めるよう学級経営（フリー

トーク、褒め言葉のシャワー、価値語、成長ノート）を校内研修に位置づけ学校全体で取り組んでいる。 

 

２ 学級経営の土台の上に、組織的な授業改善の取組を構築する 

〇学校全体で取り組む学級経営を土台に、校内研修ともリンクさせながら授業研究を行っている。校内研

修では、年間 20 本以上の授業研究会の後に事後研を行ったり、月に 1 度の外国語スキルアップ研修や

ICT活用研修を行ったりして教員全体の指導力向上につなげている。 

〇新大分スタンダードの要素を含めた「授業観察シート」（※参考資料参照）を用いながら、年間一人３回

以上、指導教諭等による授業観察を行い、その都度指導（事後研）を行っている。また、授業の結果を

数値化し、目標管理シートにも反映している。 

 

３ 資質・能力の育成を、文部科学省や国立教育政策研究所の資料等から読み解き授業にいかす 

〇学習指導要領に基づき、付けたい力（資質・能力）を明確にした授業を日常的に行っている。 

〇文部科学省作成の mextchannelや国立教育政策研究所作成の「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ

授業アイディア例」を参照しながら、授業改善に取り組んでいる。 

〇内容ベースでなく、資質・能力ベースで編成したカリキュラムをもとに授業を展開している。年間通し

てその見直し（カリキュラム・マネジメント）を行い、教科横断的に指導事項を関連させて効率よく指

導している。また、単元を通して付けるべき資質・能力や学習内容を捉えて授業を進めている。 

 

４ 全校で取り組んでいる「外国語」「総合」の知見を、他教科にいかす 

〇外国語科や外国語活動、総合的な学習の時間など、目的意識や相手意識を明確にした単元構想を確実に

行っている。総合的な学習の時間における探究サイクルを、各教科の単元構想に活用している。 

 

５ 「新大分スタンダード」の本質を授業に落とし込む 

〇生徒指導の三機能や問題解決的な展開の授業、板書の構造化など、「新大分スタンダード」に基づいた授

業を徹底している。 

〇式や答えのみではなく、児童が絵や図で説明したり、理由を付け加えながら説明したりする指導を大切

にしている。 

〇自分の考えだけではなく、友達の考えを説明する場（対話的学び）を設けている。 

〇国語で出題されるような話し合いの学習を、各教科だけでなく、特別活動・総合的な学習の時間におい

て日常的に取り組んでいる。 
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